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新潟の元港町、旧沼垂市場のレトロな
⻑屋に、新しく商店街が誕⽣

新潟市中央区の信濃川河⼝近くにある、古くから
の町「沼垂（ぬったり）」。特徴的な名前のこの
町で、もともと市場として使われていた⻑屋を改
装し、昭和レトロな町並みを残しつつも新しく⽣
まれ変わったのが『沼垂テラス商店街』です。
2010年から少しづつお店がオープンしはじめ、
2014年に店舗全体を管理する事務所が開設。その
後、続々とお店が増え、2015年春にはついに、旧
沼垂市場のすべての⻑屋が店舗として開業するこ
とになりました。

沼垂テラス商店街
視察交流研修

 

3⽉上旬予定(⽇程調整中)
参加希望者はお申出下さい

新年のご挨拶
NPO法⼈⽔辺のまち新湊
理事⻑ 本郷俊作

NPO法⼈⽔辺のまち新湊の活動にご協⼒ご⽀援していただいている皆様、新年明けましておめ
でとうございます。

 新型コロナの感染拡⼤は3年を経ても未だに収束が⾒えるような状況ではありませんが、それ
でも何とか⾃分たちの住んでいる町が元気になるように⽇々頑張っております。

 昨年は２⽉の「うちかわ移住者受⼊モデル地域⽀援事業」の空き家⼤会議開催を⽪切りに、
５⽉に、親⼦参加で実施した「うちかわ親⼦で⿂釣り⼤会」のまとめとして、「うちかわ⼿作
り⿂図鑑」を作成し、市内の⼩学校に配布させて頂きました。新聞記事にもなり、学校から⼤
変感謝されたことは皆様の記憶に残っているかと思います。
 ７⽉には、前述の空き家⼤会議で講師を務めて頂いた⾦沢のやまだのりこ⽒の活動メンバーと
⼀緒に、当市でも「おくりいえ活動」（ボランティアで空き家の⽚づけ整理）を中町のT⽒邸
で実施しました。⾦沢と射⽔のボランティア約３０名に参加して頂き、放っておけば朽ち果て
て壊されてしまう家に新しい命を吹き込むことができました。
 同じく７⽉、コロナ禍で２年間中⽌となっていた「内川⼗楽の市・夏の夜の彩り」を万灯中⼼
に開催することができました。
 １０⽉には、クラウドファンディングによるご寄付や会員の皆様からのご寄付や県や市の補助
⾦を頂いて、天神町に空き家を購⼊し移住交流の受け⽫として「天神の家」をOPENすること
ができました。
 
 ⿊⽡と板壁が残る内川らしい情景をいつまでも残してほしいという願いを受け、現在までに旧
渡辺邸を番屋カフェや奈古の家（⺠泊施設）として再⽣することができました。当法⼈初代荒
⽊理事⻑・２代⾦原理事⻑とバトンを受け継ぎ活動を継続していることで⼩さな流れができ、
それが射⽔市による「かわべの会」の主宰や、内川地域活性化の講演会や内川に出店している
⽅々への⽀援活動など、今や活発な動きに繋がってきているように思えます。
 さらには富⼭⼤学の学⽣が内川の活性案を提案されたり、有志の⽅々が旧牧⽥家や空き家を再
⽣する活動をされたり等、点が線になり⼤きな流れになろうとしています。もう⼀押しです。
 私は、何事も諦めず可能性を信じて前に進むことの⼤切さを実感しております。
 本年度はこの流れを更に確実にすべくNPOの活動をホームページやSNS等で強⼒に情報発信
したいと考えております。
 会員の皆様の益々のご⽀援をよろしくお願い申し上げます。

うちかわ移住者
受⼊モデル地域⽀援事業

Before After

   移住交流宿泊施設「天神の家」改修⼯事完成内覧会を開催。
 うちかわ移住者受⼊モデル地域⽀援事業は、本年度が５年⽬の最
終年にあたります。最終年度には過去４年間の事業実績を踏まえ
てハード事業申請が可能となります。
 「移住者受⼊モデル地域トータルサポート事業」として、地元地
域負担⾦を元に県や市の補助⾦を最⼤限受けることができる制度
です。クラウドファンディングによるご寄付、会員の皆様からの
多⼤なご寄付を頂いて、天神町（⼋幡町⼀丁⽬）に空き家を購⼊
し移住交流の受け⽫として「天神の家」を開設しました。
 ２⽇間にわたり内覧会を開催。⾏政側事業担当者、⽔辺のまち新
湊の会員、寄附賛同者、地元住⺠等３５名近くに内覧頂きまし
た。
 
 ⼟地 ： 90.51㎡ 射⽔市⼋幡町⼀丁⽬4-20射⽔市⼋幡町⼀丁⽬104番
 家屋 ： 77.68㎡ 射⽔市⼋幡町⼀丁⽬１０４番地 

 今後、県外からの移住を検討する⽅の受け⽫となる宿泊交流施設
として活⽤して参ります。

「天神の家」完成内覧会 10⽉7⽇(⾦)8⽇(⼟)



夏の夜の彩り

⼗楽の市

  ７⽉３０⽇（⼟）
 コロナ禍で２年間中⽌となっていた「内川⼗楽
の市・夏の夜の彩り」を万灯中⼼に開催。
 規模は⼩さいながら、内川周辺⾃治会の協⼒で
約800個の万灯が並びました。
 内川沿いに久しぶりにそぞろ歩きを楽しむ⼈の
流れをつくることができ感慨深いものがありま
した。

 ２⽉の空き家⼤会議で講師を務めて頂いた⾦沢のやまだのりこ⽒と
タイアップして、当市でも「おくりいえ活動」を中町のT⽒邸で実施
しました。
 ⾦沢から15名、県内から16名のボランティア総数３1名に参加して
頂き、⼟蔵までいっぱいの家具や電化製品、洋服、布団等を運び出
しました。ただ、祝⽇はゴミ受⼊施設・クリーンピア射⽔に市内⼀
円からゴミ運搬⾞が殺到状態。順番待ちでの渋滞で⼀⽇掛かりの搬
出も効率が悪く終わってみれば搬出総量の半分程度で打ち切りとな
ってしまいました。
 後⽇、所有者からの要請でクリーンピア射⽔が⽐較的すいている平
⽇を選び、５名にて残置物の搬出作業を実施し終了させました。
 当該物件は、12⽉に⼭梨県の若い夫婦が購⼊され、本年春には家の
改修を経て移住が予定されています。

おくりいえ 7⽉18⽇（⽉）

  古⺠家を活⽤古⺠家を活⽤
宿泊体験施設宿泊体験施設

ほうじょうずほうじょうず

 2022年4⽉より、⺠泊新法の
適⽤を受け使⽤料を改定しま
した。
また、ご予約も従来の電話受
付に加え、AirbnbにてWEB
予約も可能となります。

内川春⾵Jazz Livenの開催。 
3⽉は例年より暖かい⽇が多く、
桜が散ってしまうのではないか
と⼼配していました。
当⽇は晴天に恵まれ、桜の花と
軽快な⾳楽が内川の⽔⾯を覆っ
てました。

 内川春⾵PR動画

4⽉9⽇(⼟)

 「うちかわ移住者受⼊モデル地域⽀援事業」
 空き家⼤会議開催 

 タイトルを、「空き屋 ⼤変⾝ ⼤会議」― 空き屋はま
ちの財産！ 住みたくなるまちを、デザインしよう！と
して、
 当初、クロスベイ新湊iCNホールで８０名の参加を⾒
込み企画するも
 新型コロナウイルス感染拡⼤を受けてリモート開催に
切り替えました  
 総数29名の
  市内より19名
  市役所より４名
  市外より10名（⼀番遠くの⽅は、栃⽊県宇都宮市
より参加）
 
 講師は、やまだのりこ⽒（⾦沢市・⼀級建築⼠／あと
りいえ代表）
  おくりいえプロジェクト推進し、現在まで⽯川県
内・外で55棟実施された⽅。
  「射⽔市でもおくりいえ」を是⾮やってみては！ 
と提案を受けました。 空き家問題・対策については、
参加者から多くの貴重な意⾒が寄せられました。

空き屋⼤会議 2⽉26⽇(⼟)

2022 年間⾏事

定時総会 6⽉17⽇(⾦)

・令和3年度事業並びに活動計算書の承認
・令和4年度事業計画(案)並びに活動予算(案)の承認
 開催場所：クロスベイ新湊 iCNホール

内川春⾵内川春⾵
  JAZZ LIVEJAZZ LIVE



 ⼦供達に内川を知り親しんでほしいと
過去２年間にわたり実施した「うちか
わ親⼦で⿂釣り⼤会」。⼦供達が釣り
上げた⿂（海⿂と吃⽔域の⿂-15種）の
まとめとして「うちかわ⼿作り⿂図
鑑」を作成しました。
 市教育⻑に⾯会し、「うちかわ⼿作り
⿂図鑑」を寄贈するセレモニーを⾏
い、 放⽣津⼩学校と新湊⼩学校には全
児童へ寄贈し、市内他⼩学校にも配布
しました。
 ⿂の絵は釣りインストラクターの⼭本
和永⽒（射⽔市勤務）によるもので絶
妙なタッチの⼿作り感⼀杯の⿂図鑑が
完成し、出来栄えは驚くほどのものと
なりました。
 新聞記事にも取り上げて頂き、学校の
先⽣⽣徒からも好評で⼤変感謝されま
した。

⿂図鑑発刊 5⽉10⽇(⽕)


